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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音楽キーボード及びＱＷＥＲＴＹ配列キーボードを備えるコンピュータシステムにより
実行される、前記音楽キーボードの操作によって生成されるサウンドを前記ＱＷＥＲＴＹ
配列キーボードを使用して修正する方法であり、前記ＱＷＥＲＴＹ配列キーボードが前記
音楽キーボードと一体化しており、前記音楽キーボードが、音楽的効果を生成する少なく
とも１つの音楽機能キーを有するものである、前記方法であって、
　前記音楽キーボード上の複数の音楽キーの少なくとも１つ、又は少なくとも１つの音楽
機能キーがユーザにより押されたときに、ＱＷＥＲＴＹ配列キーのうちの所望の１つのキ
ーがユーザにより少なくとも１回押されたことを受けて、前記コンピュータシステムが前
記生成される音楽的サウンドを修正するステップを含み、
　前記修正が、前記複数の音楽キーの少なくとも１つにより生成された音楽的サウンドの
変更であり、複数の前記ＱＷＥＲＴＹ配列キーのうちの１つのキーを所定の時間以内に複
数回押すことによって更なる修正を達成するようになっており、該更なる修正が前記音楽
的サウンドの更なる変更に関連するものである、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの音楽機能キーが、前記音楽的効果を生成する機能に関連している
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記音楽的効果が、トリル、トレモロ、及びビブラートから成る群から選択される、請
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求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記修正が、前記複数の音楽キーの少なくとも１つによって生成される前記音楽的サウ
ンドを第１の楽器の音楽的サウンドに変更することである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記所定の時間以内での複数回のキー押しが２回である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記更なる修正が、前記複数の音楽キーの少なくとも１つによって生成される音楽的サ
ウンドを第２の楽器の音楽的サウンドに変更することである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　音楽キーボードの操作によって生成されるサウンドをＱＷＥＲＴＹ配列キーボードを使
用して修正する方法をプロセッサに実行させるコンピュータプログラムコードを備えてい
る、コンピュータが使用可能な記録媒体であり、前記ＱＷＥＲＴＹ配列キーボードが前記
音楽キーボードと一体化しており、前記音楽キーボードが、音楽的効果を生成する少なく
とも１つの音楽機能キーを有している、前記記録媒体であって、
　前記方法が、前記音楽キーボード上の複数の音楽キーの少なくとも１つ、又は少なくと
も１つの音楽機能キーがユーザにより押されたときに、ＱＷＥＲＴＹ配列キーのうちの所
望の１つのキーがユーザにより少なくとも１回押されたことを受けて、前記プロセッサが
前記生成される音楽的サウンドを修正するステップを含んでおり、
　前記修正が、前記複数の音楽キーの少なくとも１つにより生成された音楽的サウンドの
変更であり、複数の前記ＱＷＥＲＴＹ配列キーのうちの１つのキーを所定の時間以内に複
数回押すことによって更なる修正を達成するようになっており、該更なる修正が前記音楽
的サウンドの更なる変更に関連するものである、記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、キーボード楽器の機能的な動作に関し、詳細には、これに限定されないが、
キーボード楽器に関連付けられている英数字キーボードを使用することによって、例えば
、トリル、楽器のサウンド、その他などの音楽的な側面の使用を可能にするキーボード機
能に関する。
【定義】
【０００２】
　本明細書全体を通じて、用語「英数字」は、地域又は国の文字体系、筆記体、記号など
、コンピュータキーボード上のキーに存在するあらゆる記号を含むように解釈するものと
する。例えば、いわゆる「欧米」英数字キーボード、すなわちＷＥＲＴＹ配列キーボード
は、以下の英数字キーを含んでいる。
　ａ～ｚのアルファベットキー
　０～９の数字キー
　例えばＦ１～Ｆ１２などの専用ファンクションキーと、インターネットアクセスキーな
どのキーを含めたファンクションキー
　命令キー、例えば、「Ｅｓｃ」、「Ｅｎｔｅｒ」、「Ｃｔｌ」、「Ｓｈｉｆｔ」、「Ｔ
ａｂ」、「Ｃａｐｓ　Ｌｏｃｋ」、「Ｄｅｌｅｔｅ」、「Ｉｎｓｅｒｔ」、「Ｈｏｍｅ」
、「Ｐａｇｅ　Ｕｐ」、「Ｐａｇｅ　Ｄｏｗｎ」、「Ｅｎｄ」、「Ｎｕｍ　Ｌｏｃｋ」
　カーソル制御キー
　上記すべてのキーの「シフト」機能
 
【発明の背景】
【０００３】
　弊社の以前の国際出願ＰＣＴ／ＳＧ０１／０００４０（「弊社の以前の出願」）では、
全機能を備えた英数字キーボードと、全機能を備えた楽器用キーボード（ＭＩＤＩキーボ
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ードであることが好ましい）とを有する組合せ型キーボードを図示及び説明している。弊
社の以前のこの文書の内容は、参考とすることにより本文書に組み込まれている。
【０００４】
　英数字キーボード上に存在しているキーは１０４個のみであるため、英数字キーボード
上のキーを押すことによって利用できる選択肢の数は限られている。キーボードがより多
くの選択肢を扱うことができるように、ＣＴＲＬやＡＬＴなどの別のキーを一緒に使用す
ることができる。しかしながら、速度が重要であるとき、場合によってはＣＴＲＬに続け
て別のキーを押すことができない。
【０００５】
　音楽の作成時などに英数字キーボードを頻繁に使用する人には、スピーディな操作を提
供する便利で高速なインタラクションの方法が求められている。
【０００６】
　トリルとは、２つの音（ｎｏｔｅ）（通常は隣接する音）を交互に高速で演奏すること
であり、サウンドにビブラート効果を生み出す。この効果は、１つ又は２つの音を高速で
演奏することが要求されるため、再現するのが非常に難しい。
【０００７】
　いくつかのＭＩＤＩキーボードは、ＭＩＤＩキーボード上の各キーを、特定の指定され
た機能ボタンが作動された後にトリルが演奏されるようにすることによって、この機能を
実装している。しかしながら、これは、音楽の演奏において意図しないものであることが
しばしばある。ユーザは、演奏時、特定の選択したキーに対してのみ、選択した音による
トリルを演奏させたい場合がある。このためには、現在のところ、音ごとに特定の機能キ
ーを作動させ、その直後に解除する必要がある。別の音を同時に演奏することはできない
。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明の第１の側面によると、複数の英数字キーを有する英数字キーボードが関連付け
られている音楽キーボードであって、それぞれが音楽的サウンド（ｍｕｓｉｃａｌ　ｓｏ
ｕｎｄ）を生成する複数の音楽キーと、音楽的効果を生成する少なくとも１つの音楽機能
キーと、を有し、英数字キーの少なくとも１つが、少なくとも１つの音楽機能キーと複数
の音楽キーとのうちの１つ以上の結果を修正する目的に使用することができる、音楽キー
ボード、が提供される。
【０００９】
　修正は、音楽的効果を生成する機能を有する少なくとも１つの音楽機能キーの修正とす
ることができる。音楽的効果は、トリル、トレモロ、又はビブラートとすることができ、
修正は、ピッチ若しくは速度、又はその両方の修正とすることができる。
【００１０】
　修正は、少なくとも１つの音楽機能キーが押された後に少なくとも１つの英数字キーが
押されている間のみ有効であることが好ましい。
【００１１】
　これに代えて、修正は、複数の音楽キーの少なくとも１つの修正とすることができ、音
楽キーの少なくとも１つによって生成される音楽的サウンドを変更するための修正とする
ことができ、変更は第１の楽器の音楽的サウンドの変更である。複数の英数字キーのうち
の１つのキーを比較的速く複数回押すことによって、更なる修正を達成することができる
。比較的早い複数回のキー押しは、２回とすることができる。
【００１２】
　更に、本発明は、音楽キーボードの操作によって生成されるサウンドを、英数字キーボ
ードを使用して修正する方法であって、英数字キーボードが音楽キーボードに関連付けら
れており、音楽キーボードが、音楽的効果を生成する少なくとも１つの音楽機能キーを有
し、音楽キーボード上の複数の音楽キーの少なくとも１つ、又は少なくとも１つの音楽機
能キーを押したときに、英数字キーのうちの望ましい１つのキーを少なくとも１回押して
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、生成される音楽的サウンドを修正するステップ、を含んでいる、方法、も提供する。
【００１３】
　修正は、音楽的効果を生成する機能を有する少なくとも１つの音楽機能キーの修正とす
ることができる。音楽的効果は、トリル、トレモロ、又はビブラートとすることができ、
修正は、ピッチ若しくは速度、又はその両方の修正とすることができる。
【００１４】
　修正は、少なくとも１つの音楽機能キーが押された後に少なくとも１つの英数字キーが
押されている間のみ有効であることが好ましい。
【００１５】
　修正は、音楽キーの少なくとも１つによって生成される音楽的サウンドを変更すること
を目的とする、複数の音楽キーの少なくとも１つの修正とすることができる。変更は第１
の楽器の音楽的サウンドの変更とすることができる。音楽キーの少なくとも１つによって
生成される音楽的サウンドを第２の楽器の音楽的サウンドに変更することを目的として、
複数の英数字キーのうちの１つのキーを比較的速く複数回押すことによって、更なる修正
を達成することができる。比較的早い複数回のキー押しは、２回とすることができる。
【００１６】
　修正は、音楽的効果を生成する機能を有する少なくとも１つの音楽機能キーと、複数の
音楽キーの少なくとも１つのキーの両方の修正とすることができる。
【００１７】
　本発明を容易に理解して実施することができるように、本発明を制限することのない一
例としてのみの本発明の好ましい実施形態について、添付の例示図面を参照しながら以下
に説明する。
【詳細な説明】
【００１８】
　最初に図１を参照し、この図は、モニター１０と、ホストＰＣ　１２と、キーボード１
４とを含んでいるコンピュータシステムを示している。この図においては、キーボード１
４は、ケーブル１６によってホストＰＣ　１２に接続されている。これに代えて、無線接
続を使用することができる。無線接続は、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ又はその他の無線
周波数システム又は赤外線システムなど、任意の適切なシステムによるものとすることが
できる。
【００１９】
　ケーブル１６は、その一端においてキーボード１４に接続されており、他方の端部に少
なくとも１つのデジタルデータコネクタを有する。コネクタは１つのみであることが好ま
しい。コネクタは、ＵＳＢコネクタ又はＩＥＥＥ　１３９４コネクタ、又はその他の適切
なデジタルデータ伝送コネクタとすることができる。以下の説明においては、便宜上、単
一のＵＳＢコネクタが使用されているものとする。しかしながら、２つのコネクタを使用
し、１つのコネクタが「通常の」キーボード機能用であり、第２のコネクタがデジタルオ
ーディオ伝送用とすることができる。
【００２０】
　キーボード１４は、図２に示したキーボードとすることができる。キーボード２２は、
英数字キーボード１４と一体に組み込まれている音楽キーボード２４を有する。これは、
弊社の以前の出願ＰＣＴ／ＳＧ０１／０００４０によるキーボードとすることができ、こ
の文書の内容は、参考とすることにより本文書に組み込まれている。
【００２１】
　ＭＩＤＩが使用されているが、本発明は、ｑｕａｓｉ－ＭＩＤＩ音楽キーボード、又は
任意の他の音楽キーボード、又は任意の他の音楽キーボードオペレーティングシステム用
として使用することもできる。
【００２２】
　図３を参照し、この図は、英数字キーボード１４の同じキーを（手又は入力装置のいず
れかを使用して）短い間隔で押すことによって、事前に定義されたイベントをトリガーす
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るプロセスを示している。これは、マウスを使用して「ダブルクリックする」ことに似て
いる。例えば、音楽的出力をトリガーする目的に、楽器キーボードに関連付けられている
英数字キーボード上の「ｑ」キーが使用されている場合、「ｑ」キーを「ダブルヒットす
る」ことによって、別の音楽的出力がトリガーされる。この操作は、メロディ演奏用の第
２の楽器を選択する、又は選択解除する目的に使用することができる。このようにして、
別のサウンドを生成する機能をユーザが選択した時点で、関連付けられている英数字キー
の様々なキーを様々なサウンド用に使用することができる。この場合、機能は、該当する
英数字キーを単に使用することによって選択することができる。
【００２３】
　ステップ３１において、ユーザが、音楽キーボードに関連付けられている英数字キーボ
ード上の１つのキーを押す。スキャンコードが生成され、ホストに送られる。ホストは、
キーボードに内蔵することができ、或いは、ＰＣ、ノート型コンピュータ、又はその他と
することができる。ホストの中のドライバが、音楽キーボードの機能を制御するアプリケ
ーションに、キーが１回のみ押されたことを通知する（ステップ３２）。アプリケーショ
ンは、スキャンコードを受信した時点で、そのスキャンコードが楽器のサウンド機能を表
しているかを判断する。表していない場合、アプリケーションは、その信号を次のアプリ
ケーションに渡す。表している場合、アプリケーションは、ボックス３３における次のス
テップの処理を続行する。
【００２４】
　ステップ３３において、アプリケーションは、通知の時刻を認識する。アプリケーショ
ンは、英数字キーボード上のキーと、該当する英数字キーが押されたときに生成する関連
付けられる音楽的サウンドとのルックアップテーブルと、１回押しか２回押しかとを調べ
る。２回押しは、非常に素早く押されることを前提としており、通常、最初の押しと２回
目の押しとの間は一瞬である。しかしながら、特定の状況においては、最初の押しと２回
目の押しとの間に隔たりがあってもよい。従って、アプリケーションは、ルックアップテ
ーブルを調べた後、所定の時間、例えば、０．１、０．５、１．０、２．０、３．５、５
．０、６．７、１０、２０、３０、４０、５０、又は６０秒だけ待機する。この待機は、
状況によって決まり、ユーザ入力によって決定することができる。通常の使用においては
、待機は、ユーザには瞬間的と感じられる程度の短い間隔である。
【００２５】
　通常、生成するサウンドは、指定された楽器、例えば、コルネット、トランペット、フ
レンチホルン、トロンボーン、フリューゲルホーン、チューバ、クラリネット、バスーン
、コントラバスーン、ピッコロ、フルート、オーボエ、コールアングレ、サクソフォーン
（ソプラノ、アルト、テナー、又はバリトン）、バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラ
バス、ティンパニー、トライアングル、シロフォン、タンバリン、ヴィブラフォン、マリ
ンバ、チャイム、グロッケンシュピール、チューブラーベルズ、パイプオルガン、チェレ
スタ、アコースティックギター、エレキギター、ベースギター、又はこれらの楽器のミュ
ートバージョン、例えば以下に限定されないが、ストレートミュート、カップミュート、
ハーマンミュート、ワウワウミュート、その他、のサウンドに似せた音である。サウンド
は楽器に限定されず、サウンドエフェクト、例えば、高速で走っている列車、爆弾の爆発
、ホイッスル、汽笛、トラックのホーン、むち、鐘、大砲、雷、発砲、その他の音などを
含んでいることができる。いずれも、「楽器」の使用範囲に含まれている。
【００２６】
　所定の時間以内に更なるＭＩＤＩメッセージが受信されない場合（ステップ３４）、ア
プリケーションは、ＭＩＤＩメッセージを第１の楽器のメッセージと解釈し、それ以前の
第１の楽器を選択解除する（ステップ３５）。これは、音楽キーボードのディスプレイ画
面に反映される。従って、音楽キーボードの演奏によって生成されるサウンドは、（新し
い）第１の楽器のサウンドとなる。
【００２７】
　ステップ３４の結果がＹＥＳである場合、アプリケーションは、第２のＭＩＤＩメッセ
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ージが楽器を表しているかを調べる。表していない場合、ステップ３７において、ステッ
プ３５と同じプロセスと、第２のＭＩＤＩメッセージを調べてそれが音楽キーボード上の
音楽キーであるかを判断する追加のプロセスとを実行する。音楽キーである場合、該当す
る音を演奏するようにサウンドカードに命令する。音楽キーではない場合、第２のＭＩＤ
Ｉメッセージは、別の機能、例えば、ビブラートやトレモロなどのメッセージとすること
ができる。従って、最初のキー押しによって選択された第１の楽器のサウンドが、第２の
ＭＩＤＩメッセージに従って演奏される。
【００２８】
　ステップ３６の結果として、第２のＭＩＤＩメッセージが楽器のメッセージである場合
、ステップ３８において、その楽器が第１のＭＩＤＩメッセージの楽器と同じであるかを
調べる。同じではない場合、アプリケーションは、第２のＭＩＤＩメッセージを第１の楽
器と解釈し、それ以前の第１の楽器を選択解除する。これは、音楽キーボードのディスプ
レイ画面に反映される。第２の楽器が第１の楽器と同じである場合、アプリケーションは
、第２の楽器を選択解除し（４０）、選択されている第１の楽器を使用して処理を続行す
る。
【００２９】
　このようにして、ユーザは、２つの異なる楽器を指定するのに英数字キーボード上の１
つのキーを使用することができる。例えば、フルートの場合にはキーを１回押す、或いは
、ピッコロの場合には比較的短い時間内に（例えばダブルクリックのように）２回押すこ
とができる。これは、第３又は第４の、或いはそれ以上のサウンドを生成するための、３
回又は４回、或いはそれ以上のキー押しに拡張することができる。１つのキーに複数のサ
ウンドを関係付けることもできる。例えば、１つのキーにフルートとピッコロを関係付け
ることができる。別のキーにトランペットとトロンボーンを関係付け、他も同様である。
或いは、これらは異種の楽器とすることができ、例えば、トランペットとフルート、或い
は鐘と雷などを関係付けることができる。
【００３０】
　次に、図４を参照し、この図は、音楽キーボードに関連付けられている英数字キーボー
ドに別の機能が割り当てられる状況を示している。
【００３１】
　最初に、ステップ５１において、ユーザは、英数字キーボード上の選択したキーと、音
楽キーボード上のボタン、英数字キーボード上のファンクションキー、又は音楽キーボー
ド上の機能ボタンなどの機能キーとを一緒に押す。機能は、任意の関連する音楽機能、例
えば、トリル、トレモロ、ビブラート、ターン、装飾音、その他とすることができる。図
示した例は、トリルの場合である。
【００３２】
　英数字キーボードは、選択された音楽機能を作動及び制御することを目的としている。
例えば、トリルが次の音との交互である場合（例：Ｃ→Ｄ）に特定の英数字を使用し、ト
リルが次の音のフラットとの交互である場合（例：Ｃ→Ｄ♭）、又は元の音のシャープと
の交互である場合（例：Ｃ→Ｃ♯）には別の英数字キーを使用し、遅い、早い、その他を
指定するのに別のキーを使用することができる。このことは、１つのキーを複数回押す操
作を使用する、又は、近くのキーを同時に押す操作を使用することによって、達成するこ
とができる。トレモロについては、類似する効果を生み出すことができる。ビブラートに
ついては、遅いビブラート、中程度のビブラート、速いビブラート、だんだん速くなるビ
ブラート、その他を指定することができる。
【００３３】
　ステップ５２において、ファームウェアが、適切なインタフェースを介してアプリケー
ションへのスキャンコードを生成する。アプリケーションは、トリルボタンが押された、
又は作動したことをスキャンコードメッセージを通じて認識する（ステップ５３）。次い
で、アプリケーションは、トリル機能を制御又は修正する目的でどの英数字キーが押され
たかを、ルックアップテーブルを使用して調べる。ルックアップテーブルには、上述した
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ものなど、可能な選択肢すべてが含まれている。アプリケーションは、ルックアップテー
ブルの結果に応じて、選択されたトリル効果を生成し（ステップ５４）、選択されたトリ
ル効果を生成するようにサウンドカードに命令する（ステップ５５）。トリル効果は、英
数字キーが押されている間のみ維持される。従って、ユーザは、必要な英数字キーを単に
押すことによって、必要なときに必要な長さだけトリルを入れることができる。これは、
音楽キーボード上のキーが押された後であってもよい。このようにして、ユーザは、トリ
ル機能を極めて迅速に指定することができ、該当する英数字キーを押すことによって、必
要なときに必要な長さだけトリルが適用される。
【００３４】
　必要な場合、音楽的効果を有効及び無効にする個別の機能キーを設けることができ、こ
の場合、音楽的効果は、該当する英数字キーが作動されたときにのみ有効にされる。
【００３５】
　また、本発明は、上述した機能の１つ以上を、そのようにプログラムされているときに
プロセッサに実行させるようにされているコンピュータプログラムコードを備えている、
コンピュータが使用可能な媒体と、好ましくはホストを有するキーボードと、に拡張され
る。
【００３６】
　英数字キーボードの記述において「関連付ける」とは、弊社の以前の出願におけるよう
に、英数字キーボードと音楽キーボードとが一体化されている、又は、ユーザが同時に操
作することができるように密接に連結されていることを意味する。
【００３７】
　上記の説明においては、本発明の好ましい実施形態について説明したが、関連する技術
分野の当業者には、操作、デザイン、命令の細部における多数の変形形態或いは修正形態
を、本発明から逸脱することなく考案できることが理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明を使用しているコンピュータシステムの概略図である。
【図２】一体化された音楽キーボードを有する図１のキーボードの概略図である。
【図３】本発明の第１の側面を説明しているフローチャートである。
【図４】本発明の第２の側面を説明しているフローチャートである。
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【図２】

【図３】

【図４】
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